
椎葉小

校長室便り

文責：校長

令和７年度

６月号

R7.6.4

５月１８日（日）スポーツ少年団春季大会
が行われました。
椎小フレンズ（女子バレー）は松尾小と対

戦し、負けはしましたが、その後の練習試合
では勝ったそうです。
椎葉少剣（剣道）は個人戦において「椎葉

海翔さんが高学年の部２位入賞」。その後行
われた尾向小との団体戦でも惜敗でしたが見
応えのある接戦でした。
杉の子ファイターズ（ソフトボール）は松

尾小、尾向小の連勝し見事優勝。おめでとう
ございます。
どの競技も平日休日、遅くまで声を出しな

がら頑張っています。保護者の方も練習の送
迎、試合の時の朝早くからの送迎、昼食準備
等色々大変だと思います。お疲れ様です。
さて、椎葉小学校、本年度は「チャレンジ」

をスローガンに掲げています。スポーツの試
合（スポーツ以外の競技でもそうですが）で
は”チャレンジの連続”です。１人１人チャ
レンジできていたでしょうか。試合中「本当
はこの場面でこうゆうプレーをしなくてはい
けない」と分かっていても、なかなかそれを
実行（チャレンジ）することは勇気のいるも
のです。ぜひ、次の試合ではチャレンジする
勇気をもって試合に臨んでください。勇気を
出して失敗したプレーは次への目標になりま
す。
そしてもう１つ、私が部活動をもっている

ときに試合会場で考えていたことを書かせて
いただきます。
試合会場に着くと対戦相手のプレーを見る

ことは誰しもやることだと思いますが、私は
相手チームが「声をしっかり出すチームなの
か」「次への行動が機敏かどうか」を見てい
ました。プレーが上手なチームでも、声が出
ておらず、行動が遅いチームだと「勝てるチ
ャンスがある」。逆に、プレーが上手くなく
ても「声が出て、行動が機敏なチーム」の時
は”油断したら負けるかもしれない”と考え
てました。行動が機敏なチームは次の行動を
理解、予想して行動やプレーができているか
らです。そのようなチームは試合中調子の悪
いときもしっかり立て直します。声を出せる
チームもピンチに強いのです。
簡単に言うと、「上手い」と「強い」は別

物だということです。上手くなることも大切
ですが「強いチーム」を目指し、「声の出る、
行動が機敏なチーム」をぜひ目指してもらい
たいと思います。頑張れ！椎小スポーツ少年
団！！

成功の反対は
失敗ではない
何もしないことだ

スポーツ少年団春季大会が行われました

【5/９歓迎集会】

【5/１１風水害引渡訓練】

【5/１４～１６日 5年生宿泊学習】

【5/2０芋の苗植え】

【5/2０JRC登録式】

【5/2４参観日】

★ 裏面に続きます



【5/2７環境集会】

【5/2８図書選書】

６月の生活目標
「歯を大切にしよう」

２日（月）クラブ③
３日（火）教育相談①
４日（水）歯科検診
５日（木）教育相談②
６日（金）全校集会
９日（月）委員会③

１２日（木）環境タイム
１３日（金）小中合同研修会
１６日（月）プール開き、

フレンドリー委員会
１７日（火）色覚検査(２年希望者)
１８日（水）町探検（２年生）
１９日 (木)・２０日(金)集合学習(中学年)
２２日（日）村一斉清掃
２３日（月）読み聞かせ
２６(木)・２７日(金)集合学習(低学年)

６月もどうぞよろしくお願いします
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